
特定非営利活動法人　国際ふるさとの森づくり協会（レナフォ）情報誌
Non Profit Organization　 International Association for Restoration of Native Forest

レナフォだよりレナフォだより
〒154-0023　東京都世田谷区若林 5-21-1
NPO 法人　国際ふるさとの森づくり協会

　台風19号と21号が東日本各地に甚大な被害をもたらし、100人を超える犠牲者が出ました。19号の時、テレビで
は「数十年に一度の強力な台風」という表現を繰り返していましたが、この規模を超える台風はこれから毎年襲来
するでしょう。「海水温が2～3度上昇したために巨大で強い台風になった」とも説明していましたが、なぜ海水温が
上昇したのか、これに対して何をするべきか、という解説はありません。人類が自ら招いた地球温暖化が近い将来
人類の生存に関わる重大な危機となるという感覚が欠落しています。
　今年の9月、スウェーデンの16才の高校生、グレタ・トゥーンベリが国連で演説をし、大きな反響を呼びました。「気
候危機が深刻になりつつあるのに、大人達は･･･政治家は･･･、気候危機にまともに向き合おうとしない。子供達よ、
勉強なんか止めて、自分たち自身の生存のためにストライキをしよう」と呼びかけたのです。
　ニューヨーク、ロンドン、パリなど主要都市では　「エクスティンクション・リベリオン」 （絶滅への反抗）と呼ば
れる運動が展開され、危機感をもった市民が幹線道路に座り込み、数週間にわたって交通を遮断。政治家や世論
に気候危機への関心を呼び起こそうとした直接行動であり
逮捕者が出ました。
　地球の肺と言われるアマゾンでは森林破壊が急速に進み、
ブラジルの大統領が森林を農地に換え、経済発展を進めよう
としており、国際的に大きな非難を浴びています。
　こうした気候危機の中で、自然林再生活動はどんな意味が
あるのでしょうか。
　第1は CO2を吸着する直接効果です。また豪雨・強風に対
して、潜在自然植生の森は深根性・直根性の木の根が斜面の土砂を保持し、崩落を防ぎます。
　第2は森林破壊実行者に、その行為を考えさせるきっかけとなる効果が期待されます。黙々と苗木を植え付ける
人の姿はどんな非難よりも効果的かもしれません。
　第3は気候危機に関して高い意識を持つ人々に、自身ができる危機対策として提示することです。行政機関や会
社は、具体的な対策の一つとしてすぐに実践出来ます。ポット苗の植付けは幼児も高齢者も誰でもできる作業であ
り、大きな達成感・充足感も得られます。
　レナフォは2008年の設立以来各地で自然林再生を行ってきました。この間に誕生した141人の植生工学士の皆
さんに大いに尽力をいただいています。「自分も何かできることを」と期する方には是非、「気候危機にある今、子孫
が平穏な生活を送れる環境を保つために、自然林再生に取り組もう」と呼びかけたいです。視野を広げ、今世界で
何が起こっているのか知っていただきたい。そして20年先の地球の姿を想像して、自然林再生に力を集結しようで
はありませんか。グレタの叫びに呼応しながら。　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　 （髙野　義武）
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主催：NPO法人国際ふるさとの森づくり協会（レナフォ）
共催：中日本高速道路(株)（NEXCO中日本）
後援：東京都環境局、八王子市
助成：イオン環境財団、国土緑化推進機構「緑の募金」
協賛：AOI TYO Holdings(株)
協力：社会福祉法人進和学園いのちの森づくり友の会
主な参加団体：東京エレクトロン、上里建設、国際チャリティ協会アムリタハート、
　　　　　　　PGF生命、横浜ゴム、研進

　台風17号の影響とみられる雨模様の中で250人が参加した、中央高速道路小
仏トンネル掘削残土の盛土場で3回目の植樹事業。広さ1,044㎡の斜面で少し
勾配の急な3カ所に昇降用階段を設け、滑り止めにワラを敷いて安全策を施し、
常緑広葉樹38種3,453本を植えました＝写真。開会式では関係団体の来賓者も
登壇、苗木の樹種名を唱和して拍手を受けました。植え込み作業は午前中の約
2時間で終了、午後は3時頃までに植生工学士ら関係者30人余りで縄掛けや補植作業を終えました。22日か
ら2日間の準備工作業には植生工学士と進和学園関係者ら約30人の協力を得ました。

　植樹祭翌週の清々しい秋晴れの中で、盛土場を所管
する NEXCO中日本と植樹地盤造成を手掛けた鹿島建
設、地元やボランティアなど合わせて44人の方々に協
力いただきました。作業エリアは、2017年と18年に
実施した植栽面積約1,848㎡。夏の暑さと雨の影響で
18年の現場1000㎡程がツル性の植物カナムグラ、イ
タドリ、クズで覆われ、セイタカアワダチソウ、ヨモギなどが繁茂し、苗木が容
易に見当たらず途方に暮れる状態の現場＝写真㊨㊤＝でした。幼い苗木を救出する
ように手際よく育樹作業が1時間半程で終了＝写真㊧。植樹地の一部でこの夏にイ
ノシシに土壌を掘り返される被害が確認された＝写真㊨㊦＝ため、掘られた個所に
160本の苗木（ウラジロガシ・アラカシなど６種類）を補植しました。

レナフォ主催の森林再生活動
（9月23日　東京都八王子市裏高尾町　都立高尾陣場自然公園内）◇高尾小仏植樹祭2019◇高尾小仏植樹祭2019

（5月19日　東京都八王子市裏高尾町　都立高尾陣場自然公園内）◇高尾小仏育樹祭2019春◇高尾小仏育樹祭2019春

（9月29日　東京都八王子市裏高尾町　都立高尾陣場自然公園内）◇高尾小仏育樹祭2019 秋◇高尾小仏育樹祭2019 秋

　2017年、18年の植樹地1,790㎡で実施。
ひと月ほど前に森づくりマイスターマガジ
ン51号で呼びかけ、参加者は東京エレクト
ロン社と NEXCO中日本から各7人、進和
学園・研進から5人、植生工学士などレナ
フォ関係者ら合計34名。地元浅川連合町会
の水野参与さんにも参加いただき、10時か
らミーティング＝写真㊨㊤＝の後作業開始＝写
真㊨㊦。繁茂したイタドリ、カラスノエンドウなどの陰で隠れていた幼木が、12
時に作業が終了した時は太陽の光を浴び輝いて見えました＝写真㊧。
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他団体の森林再生関連事業に参加

　2017 年 5 月 14 日にレナフォが同村で主催した最後の
植樹地で 6 月と 10 月に育樹作業を行いました。幅 5～
8ｍ、延長 164ｍの細長いゾーン。園路沿いなので来訪
者に豊かな自然林の姿をよく見ていただけるエリアです。
春の作業時は全体が草に覆われ、木の姿は草に隠れて見
えない状態で、有志 7 人がこれに挑戦。ヨモギやセイタ
カアワダチソウを抜き取ると、その下で細々と耐えてい
た木々に太陽の光が注ぎました＝写真㊤㊧㊨。
　秋には、現場の手前 1／ 3 の区域は直前にどんぐりブ
ラザーズの皆さんが草抜きをしていただいており、奥の
1／ 3 は草抜きの必要がないほど木々が繁っていたので、
当日の作業は真ん中の約 60ｍの区域でした。一円を覆っていたもの凄いカナムグラを 6 人で一掃しました
＝写真㊦㊧㊨。

（6月8日、10月5日　神奈川県横須賀市湘南国際村）◇湘南国際村育樹作業　2019春、2019秋◇湘南国際村育樹作業　2019春、2019秋

　友好協力団体の一社・森の防潮堤協会（日置道隆理事長）と岩沼みんなの家 by 
infocom ＆ 一社・日本フィトセラピー協会が主催。晴天下、岩沼市はじめ地元の
諸団体関係者、市民等約1300人が参加しました。柴田農林高校生も植樹リーダー
を務め、JR岩沼駅から約6㌔海寄りの、海岸沿い延長746㍍の盛り土法面に常緑
広葉樹中心に35種約1万1400本を植えました。レナフォは20日から5日間の準備
作業でも、延べ31人の植生工学士、特別会員らとともに協力しました。

（5月25日　宮城県岩沼市押分須加原　通称二ノ倉防災盛り土）
＜3.11震災復興協力活動＞

★岩沼市千年希望の丘植樹祭＆収穫祭2019★岩沼市千年希望の丘植樹祭＆収穫祭2019

　歌舞伎俳優、市川海老蔵さんが名誉会長の ABMORI実行委員会（事務局・山ノ
内町農林課）が主催、1000人限定で募集した参加者が晴天のもと、ブナやミズナ
ラなど18種の落葉広葉樹とトウヒなど4種の常緑針葉樹計9,070本を植えました。
現地は標高1,600㍍の同高原のスキー場跡地。宮脇昭横浜国立大学名誉教授の指
導を受けて6年前から植樹活動を実施しており、今回の植樹指導は IGES-JISE国
際生態学センター（横浜市）の目黒伸一主幹研究員が担当。レナフォは5日間の準
備工作業、当日の植樹指導などに植生工学士ら延べ35人が出て協力しました。組織的な協力は今回が初めて。

（6月1日　長野県下高井郡山ノ内町志賀高原蓮池）
　　＜レナフォ協力＞

★ABMORI 2019　植樹★ABMORI 2019　植樹

　レナフォ特別顧問の宮脇昭横浜国立大学名誉教授が同市内の療養先から初め
て臨んだ＝写真＝「復活植樹祭」が、「いのちの森づくり2020↗」と出雲大社相
模分祠（草山清和宮司）の主催、秦野市など協賛で行われ、全国から集まった
約400人が26種の常緑広葉樹計3,000本を植えました。「いのちの森づくり
2020↗」は、東京2020オリンピック・パラリンピックに向けて、来日する関
係者や観光客にも参加を促す五輪開催記念の植樹行動を呼びかけて今年2月6日
に設立。宮脇先生が会長に就任し約30の企業・団体が協賛しています。環境省の「つなげよう、支えよう　
森里川海」プロジェクト賛同事業としての認可も得ており、この日の開会式では同省総合環境政策統括官の
中井徳太郎氏が来賓あいさつ。宮脇先生も笑顔で車イスから立ち上がり熱意を込めて植樹指導をされました。
レナフォはいのちの森づくり実行委員会の一員として一年前の準備段階から加わり、植樹祭では準備工作業
に植生工学士等延べ12人、当日は20人が参加しました。

（4月14日　神奈川県秦野市　栃窪スポーツ広場）
　　＜レナフォ協力＞

★宮脇昭復活植樹祭★宮脇昭復活植樹祭
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　レナフォ（NPO法人国際ふるさとの森づくり協会）の活動は2008年 9月の設立以来11年を経過しました。
この間、会員はじめ多くの方々からご支援をいただき、自然林再生事業を地道に進めてまいりました。
　レナフォの進めている事業を、従来は「ふるさとの木による、ふるさとの森づくり」と掲げてまいりましたが、
最近はより分かりやすく「自然林再生」と呼ぶことが多くなりました。活動の目指す方向、具体的なノウハウ
は宮脇昭特別顧問の指導されるものと些かも変わることはありません。愚直に宮脇先生の目指す哲学と実戦を
継承して来ましたし、これからもその方針です。以下に設立以来の歩みを振り返って見ます。    （髙野　義武）

　2009年5月6日、神奈川県湘南国際村において、レナフォ
主催の第1回市民参加植樹祭を実施し、1,022㎡にタブノキ、
シラカシなど 42 種類の常緑広葉樹 3,048 本の苗木を 400
人の方々に植えていただきました。以来今日までに東日本大
震災被災地、長野市、神戸市、東京都八王子市 = 写真＝など
各地で自然林再生を行ってきました。
　レナフォが主催もしくは共催した植樹事業は 42 カ所、
総面積は 2.4 ㌶。総計約 8万本のポット苗を 1万 5千人
の市民の方々に植付けていただきました（表 5～ 8 ㌻）。
この他にも協力団体が主催する植樹事業や海外での植樹
事業にも技術的、人的な協力をしてきました。
　森林再生は植えたら終りではありません。植栽後 3 年間は苗木よりも速く高く成長する雑草の除去が必要
です。レナフォではこの除草作業を「育樹祭」（少人数の場合は「育樹作業」）と称して市民参加で実施して
おります。その後は木々が生長し、地面近くは鬱閉状態となりますので、自然の森が形成されるので維持管
理はほとんど不要になります。今までに再生した自然林は全て順調に生長しており、年々豊かな森の姿を表
しています。

◇森林再生事業◇森林再生事業

　自然林再生を効果的に進めるために専門的知識を持っ
た専門家が必要です。レナフォは年 1 回、3 日間にわた
る専門家養成研修を実施し、最終日の試験に合格した人
には「植生工学士」（商標登録第 5351787 号）の資格を
取得していただいています。これまでに 11 回の研修を実
施し、141 人の植生工学士が誕生し、自然林再生に大き
な力を発揮していただいています。
　研修場所が神奈川県内のためか受講者は千葉県、東京
都、神奈川県の方々が多いですが、宮城、埼玉、長野、徳島、
沖縄県ほかの方々もおられます。年齢層は 18 才から 79
才まで、経験度合いも初めて木の名前を知る人から、長
い間造園の仕事に携わってきた人まで多岐にわたってい
ます。
　研修名称は第 1 回（2009 年）から第 10 回（2018 年）
までは「ふるさとの森づくり専門家研修」でしたが、
2019 年からは「自然林再生専門家研修」としました。イ
ンフラ整備など公共事業への展開も視野に、策定中の「潜

◇専門家認証事業◇専門家認証事業

レナフォ11年の歩み
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　レナフォは設立以来 11 年間に 17 回の講演会・シンポジウムを主催もしくは共催しました。これらのイベ
ントでは、宮脇特別顧問をはじめ環境保全活動を指導・実践している研究者や活動家らを講師に招き、一貫し
て自然林再生の必要性と効果をテーマに開催。設立以来 2017 年 12 月まで毎日新聞社から、共催・後援を受
けるなど紙面も駆使して幅広い支援を得ました。2012 年 3 月には東北福祉大学で「いのちを守る森の防潮
堤プロジェクト推進シンポジウム」を開催し、東日本大震災被災地での森の防潮堤建設に向けた議論が、被災
自治体のトップ、支援する大企業の担当役員らパネラーによって展開され、大槌町（岩手県）、岩沼市（宮城
県）、南相馬市（福島県）などで森の防潮堤事業が進むきっかけとなりました。

◇講演会・シンポジウム◇講演会・シンポジウム

　2010 年 4 月、ホームページのレナフォ公式サイト（http://www.renafo.com/）を立ち上げ、現在も
レナフォの概要やイベント情報を発信しています。
　また、植生工学士同士の情報交換手段として 2011 年 11 月「植生工学士メーリングリスト」を作成しま
した。ここには植生工学士以外でも登録することができ、登録者はだれでも発信できましたが、その後レ
ナフォが確認した公式発信情報だけを送信する形態に換えました。これが現在行われている「森づくりマ
イスターマガジン」です。
　「森づくりマイスターマガジン」第 1 号は 2016 年 10 月に送られ、最新号は第 61 号。月 2 回弱の発信
頻度となっています。

◇インターネットによる情報発信◇インターネットによる情報発信

　レナフォだよりは「森林再生の環境教育事業（定款第 5条）」の一環として年１～ 2回発行してきました。
レナフォが実施したイベントの報告やこれからの計画などを記事とし、会員の皆さんや関係機関に配布し
てきました。
　レナフォだよりの第 1 号から第 6 号まではパソコンの word で作り、これをプリントアウトして会員の
皆さんや関係機関に送付してきました。その後 7～ 17 号（編集製作を恩田重男副理事長・元毎日新聞記者
が担当）は資料性を重視した内容で印刷・発行しました。構成は 4～ 8ページ、発行部数は千～２千部。

◇レナフォだよりの発行◇レナフォだよりの発行

在自然植生を用いた自然林再生技術指針」の趣旨を徹底
するため、より分かりやすい名前にしました。
　市民参加の植樹祭には事前の準備作業が重要です。樹
種毎にまとまって搬入されてくる多種類の苗木を均等に
混ぜ合わせるための苗木仕分と各班への運搬、マルチン
グ用稲わらの荷下ろしと各班への配置＝写真㊧㊤、飛散防
止用ナワ固定用竹杭打設＝写真㊧㊦、ナワ束の製作と配置
など、長い場合は 1 週間に及ぶ作業が必要になります。
植樹祭当日は植生工学士の皆さんが参加市民に植樹指導
をします。また、終了後は曲がった苗木を立てたり、乱れて敷かれたワラを直したり、緩いナワを張
り直したりする手直し作業が行われます＝写真㊨。植生工学士の皆さんはボランティアでこれらの作業
に参加していただいています。準備作業に参加することで実践的な経験ができ、更なる自信が生まれ
ます。
　植生工学士には自ら自然林再生の計画・設計を行い、植樹祭・育樹祭を実践したり、地域や関係機
関に働きかけて身近な所に自然林の再生を進めたりする方々が年々増えています。
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　三浦半島の丘陵地、神奈川県横須賀市湘南国際村で、住宅街の開発を打ち切った大手デベロッパーから同
県へ無償譲渡された一帯で「緑の再生保全」を目指す同県の「湘南国際村 B・C 地区活用策検討会」が
2008 年 7 月 29 日、同県庁に発足。宮脇名誉教授とともにレナフォ理事長も初会合から参画し、現場調査
を経て活用策の筆頭に「潜在自然植生を中心とした多種類の樹種で構成される森づくりの拠点形成」方針が
決定されました。これを受けて 2009 年 5 月、協働参加型めぐりの森づくり推進協議会とレナフォ共催で市
民参加の植樹祭事業がスタート。17 年 5 月まで計 13 回、イオン環境財団、 AOI TYO Holdings（株）など
多くの団体のご支援をいただいて実施しました。また、植生工学士を目指す専門家研修の実習会場として
2009 年 6月から毎年 1回、植樹作業のすべての工程を学ぶ場になっています。

◇湘南国際村植樹事業一覧◇湘南国際村植樹事業一覧

事業名称実施日 面積 本数 樹種数 参加者

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

2009/5/6

2009/6/2

2010/6/8

2010/9/19

2010/5/2

2010/11/13

2011/5/1

2011/6/14

2011/11/6

2012/5/13

2012/6/6

2012/11/10

2013/5/6

2013/6/16

2013/11/10

2014/5/6

2014/6/7

2015/5/10

2015/6/20

2016/5/8

2016/6/25

2017/5/14

2017/6/24

2018/7/7

2019/7/14

　　 計

第1回レナフォ連携の森

第1回専門家研修実習

第2回専門家研修実習

第8回トラックの森づくり

第2回レナフォ連携の森

第3回レナフォ連携の森

第4回レナフォ連携の森

第3回専門家研修実習

第5回レナフォ連携の森

第6回レナフォ連携の森

第4回専門家研修実習

第7回レナフォ連携の森

第8回レナフォ連携の森

第5回専門家研修実習

第9回レナフォ連携の森

第10回レナフォ連携の森

第6回専門家研修実習

第11回レナフォ連携の森

第7回専門家研修実習

第12回レナフォ連携の森

第8回専門家研修実習

第13回レナフォ連携の森

第9回専門家研修実習

第10回専門家研修実習

自然林再生専門家研修（2019）

1,022

48

15

500

1,700

2,200

2,100

21

1,008

1,000

24

680

1,000

24

700

1,000

24

660

24

680

12

860

12

18

15,332

3,048

144

45

1,502

5,000

6,000

6,200

63

3,000

3,000

72

2,000

3,000

72

2,000

3,000

72

2,000

72

2,000

36

2,580

36

54

54

45,050

42

18

18

22

22

22

22

18

22

22

21

22

22

21

22

22

21

22

21

22

21

22

21

21

21

400

19

14

100

1,500

553

650

23

350

200

12

250

550

21

450

625

10

400

11

591

13

370

10

3

5

7,130

▽5は、兼全国植樹祭湘南国際村サテライト会場植樹祭

▽10は、大雨警報発令を受けて5月3日から変更して実施

▽22は、湘南国際村でのレナフォ主催最後の市民参加植樹祭

◇レナフォ主催・共催植樹事業まとめ　◇レナフォ主催・共催植樹事業まとめ　

区分 実施個所数 植栽面積（㎡） 植樹本数（本） 延べ参加者（人）

湘南国際村（神奈川県横須賀市）

高尾小仏（東京都八王子市裏高尾町）

学校の森（さいたま、神戸、川崎市ほか）

神社の森（宮城県山元、亘理町）

その他（長野市）

計

25

3

8

5

1

42

15,332

3255

2787

2588

500

24,462

45,050

10011

12283

10852

1000

79,196

7,130

597

5255

1850

85

14,917 
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◇学校の森づくり一覧◇学校の森づくり一覧

　緑環境が少なくなっている都市部に環境保全林を増やそうという宮脇名誉教授の指導「ふるさとの森づくり」事
業のひとつであり、この宮脇哲学に共鳴する学校経営者、運営者が企画しレナフォが協力、推進している事業です。
市街地では多くの学校は災害時の広域避難場所に指定されています。関東大震災で都内下町の庭園に避難した多
くの人の命を周縁部の樹林が守った史実を教訓にしており、日本財団の助成を受けています。

事業名称 植栽場所実施日 面積 本数 樹種数 参加者

1

2

3

4

5

6

7

8

2010/9/25 

2010/10/19 

2010/11/13 

2011/1/31 

2011/3/3 

2011/6/12 

2013/2/7 

2015/10/31 

　　 計

じょうほくの森づくり植樹祭

西生田小学校学校の森づくり植樹祭

第二大島小学校学校の森づくり植樹祭

啓明学院学校の森づくり植樹祭

船島小学校学校の森づくり植樹祭

多摩工森づくり100

啓明学院学校の森づくり第2回

じょうほくの森づくり植樹祭（第2回）※開校40周年記念

さいたま市岩槻区岩槻

川崎市麻生区細山

江東区大島

神戸市須磨区横尾

東海市富木島町船島

福生市　多摩工業高校

神戸市須磨区横尾

さいたま市岩槻区岩槻

358

196

191

279

384

491

504

384

2,787

1,750

982

1,017

1,000

1,647

1,940

2,044

1,903

12,283

29

34

28

30

39

29

30

29

1,200

960

300

250

340

515

190

1,500

5,255

◇神社の森づくり一覧◇神社の森づくり一覧

　2011年3月11日の東日本大震災で大津波に破壊された宮城県南東部沿岸地域の山元、亘理両町にある5つの神
社で復興事業として実施しました。現地では多くの人命が失われ、被災者はふるさとを離れて避難生活を余儀なく
されていましたが、地域の心と一体感を取り戻すために、まずは被災神社の境内を囲む森を再生しようと、日本財
団の資金支援を受けて、「みんなの鎮守の森植樹祭」を企画、レナフォが準備工作業から協力しました。

事業名称 植栽場所実施日 面積 本数 樹種数 参加者

1

2

3

4

5

2012/6/24 

2012/8/14 

2013/4/29 

2013/5/3 

2013/7/7

　　 計

みんなの鎮守の森植樹祭（八重垣神社）

みんなの鎮守の森植樹祭（神明社）

みんなの鎮守の森植樹祭（青巣稲荷）

みんなの鎮守の森植樹祭（川口神社）

みんなの鎮守の森植樹祭（鳥海塩神社）

山元町高瀬

亘理町吉田

山元町山寺

亘理町荒浜

亘理町長瀞

752

237

539

543

517

2,588

3,286

1,118

2,286

2,039

2,123

10,852

21

21

21

21

21

　

500

250

350

250

500

1,850

事業名称 植栽場所実施日 面積 本数 樹種数 参加者

1 2011/8/15 

　　 計

震災復興祈念植樹祭 長野市上ヶ屋 500

500

1,000

1,000

14 85

85

◇その他の植樹◇その他の植樹

　長野市の震災復興祈念植樹祭は、5カ月前の東日本大震災と同日に発生した長野県北部地震からの復興を願っ
たイベント。前日14日には長野五輪の森検証シンポジウム、15日午前に長野五輪の森現地見学会も行われました。

　約50年前に中央自動車道建設に伴って出来た小仏トンネルの掘削残土盛土場（約9,000㎡）に森林を再生さ
せる事業。東京都八王子市の都立高尾陣場自然公園エリア内にあるが、外来植物が茂る荒れ地状態で放置され
ていたため、「豊かな森林」に変えてほしいとの地元の要望もあり、レナフォが土地の所有者である中日本高
速道路（NEXCO中日本）と交渉し、潜在自然植生を用いた自然林再生計画がまとまりました。国土緑化推進
機構、イオン環境財団及び AOI TYO Holdings（株）、進和学園 いのちの森づくり友の会からの支援をいただ
いています。これからも、湘南国際村の次の重点植樹地として、数年継続する予定です。

◇高尾小仏植樹一覧◇高尾小仏植樹一覧

事業名称実施日 面積 本数 樹種数 参加者

1

2

3

2017/10/29

2018/9/24

2019/9/23

　　 計

高尾小仏植樹祭2017

高尾小仏植樹祭2018

高尾小仏植樹祭2019

710

1,471

1,074

3,255

2,469

4,089

3,453

10,011

31

38

38

70

280

247

597

▽1は、荒天のため、2,469本のうち900本を10/31、11/1に植樹
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NPO法人　国際ふるさとの森づくり協会　（ReNaFo）　
東京事務所　〒154-0023　東京都世田谷区若林5-21-1　             TEL：03-3422-2765  FAX：03-6805-2794
長野事務所　〒389-1223　長野県上水内郡飯綱町袖之山497-4　TEL：026-253-4740  FAX：026-219-1203

レナフォからお知らせレナフォからお知らせ

（編集制作：恩田　重男）

★最新情報は、ホームページhttp://renafo.com/をご確認ください。
★森づくりマイスターマガジン登録無料
ふるさとの森づくりに関わる植樹祭、育樹祭、研修、講演会等の情報を提供するメールマガジンです。
ご登録はHP登録フォームより。是非ご活用ください。

★動画集をご覧ください
HPにて最新作「高尾小仏植樹祭2019」をご覧いただけます。

★ふるさとの森づくりの仲間たち「会員」募集中です
レナフォの活動は企業や諸団体からの助成金と、会員の皆様からの年会費を資金源にしています。
会員申し込み・詳細はHPをご覧ください。

年会費は、個人正会員6,000円　同賛助会員3,000円　団体正会員100,000円　同賛助会員50,000円

「自然林再生専門家研修 2020」へのご参加を

　温暖化危機と種の大量絶滅の時を迎え、子孫のために今すぐに行動を起こしましょう。
その一つが潜在自然植生を用いた自然林の再生です。哲学・信念・ノウハウを持っていれ
ば決して難しいことではありません。これらを短期間で身につける方法として「自然林再
生専門家研修」があります（4㌻「専門家認証事業」参照）。
　次回の専門家研修を次の通り予定しています。参加申込・お問合せはレナフォ事務局へ。

2020年3月20日（祝金）、21日（土）、22日（日）
従来は6～7月に実施。今回はオリンピック・パラリンピック開催を考慮し変更

3月20日、22日　横浜情報文化センター（横浜市中区大通11）で座学
3月21日　神奈川県湘南国際村で植生フィールド研修・現場実習・事例見学
鈴木邦雄氏（横浜国立大学名誉教授、前学長）、原田洋氏（横浜国立大学名誉教授）、
矢ヶ崎朋樹氏（公益財団法人地球環境戦略研究機関国際生態学センター主
任研究員）ら自然林再生の研究者・実務経験者計9講師による10講座を予定

研修終了後（3 月 22 日）その場で試験を実施。合格者には植生工学士
（ふるさとの森づくりマイスター）（特許庁商標登録第 5351787 号）の資格が
付与され、後日資格認定証（A4の証書）及び資格者カードが送られる。

55,000 円

日時

講師

場所
内容

研修
参加費

資格
の取得


